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第
三
回
茨
城
県
居
合
道
支
部
対
抗
大
会
並
び
に
高
段
者
演
武
大
会

第三位 守谷 A 野村  翔 落合隆行 古谷武士

〃 下妻 A 飯塚有紀 栗原正徳 嶋田夏海

大　将

優　勝

　
第
三
回
支
部
対
抗
大
会
並
び
に

高
段
者
演
武
大
会
は

、
十
月
八
日

土
浦
市
霞
ヶ
浦
文
化
体
育
館
 

大

体
育
室
に

、
四
段
以
下
選
手
十
八

チ
ー
ム
・
五
十
三
名

、
そ
し
て
五

段
以
上
の
高
段
者
演
武
五
十
七
名

全
百
十
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
こ
の
大
会
は
令
和
二
年
四
月
に

小
林
忠
雄
前
部
長
の
指
導
で
活
動

を
開
始
し
た
未
来
検
討
会
か
ら
提

案
が
あ

っ
た
企
画
で
し
た

、
そ
れ

を
平
野
政
弘
部
長
が
引
継
ぎ
令
和

三
年
に
第
一
回
の
大
会
を
行
い
ま

し
た

。

　
受
付
と
同
時
に
組
み
合
わ
せ
抽

選
を
し
て
も
ら
い
第
一
試
合
場
と

第
二
試
合
場
に
て
山
﨑
明
正
審
判

長
の
合
図
で
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
切

ら
れ
ま
し
た

。

　
指
定
技
は
先
鋒
の
二
段
以
下
が

全
剣
連
居
合
一
・
二
・
三
・
四
・

七
で

、
中
堅
・
大
将
の
二
段
か
ら

四
段
が
古
流
二
本
全
剣
連
居
合

八
・
九
・
十
を
抜
い
て
も
ら
い
ま

し
た

。

　
今
年
も
二
段
の
選
手
が
中
堅
・

大
将
に
七
名
も
選
出
さ
れ
て
い
ま

す

、
三
段
・
四
段
と
互
角
の
戦
い

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た

。
居
合

道
を
始
め
て
二
年
位
の
選
手
の
試

合
を
頼
も
し
く
思

っ
た
と
の
声
が

聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す

。

　
中
学
生
の
参
加
が
五
名
で
し

た

、
全
員
チ
ー
ム
の
要
の
選
手
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た

。
こ
の
こ
と

は
小
中
学
生
育
成
に
対
す
る
支
部

指
導
者
の
熱
意
を
感
じ
ま
す

。

選
手
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
精
進

を
期
待
し
ま
す

。

　
演
武
は

、
最
初
に
全
日
本
大
会

と
関
東
甲
信
越
大
会
の
強
化
訓
練

中
の
選
手
か
ら
始
め
ま
し
た

。

　
続
い
て
五
段
か
ら
八
段
迄
各
段

複
数
回
に
分
け
一
列
で
演
武
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

。
演
武
の
先
生

に
は

、
審
判
員
そ
し
て
会
場
係
員

の
重
責
を
お
願
い
し

、
大
会
運
営

に
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た

。
お
陰
様
で
盛
会
の
う
ち
に
終

了
致
し
ま
し
た

、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す

。
今
後
も

、
各
支
部

に
お
か
れ
ま
し
て
は
本
年
同
様
変

わ
ら
な
い
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す

。

準優勝 古河 A 佐藤洋平 高野郁美 若林美咲枝

宇野哲也

チーム名 先　鋒 中　堅

水　戸 長島  敦 安附  徹

土浦 A 野田英志 矢治光一郎 大内徳人

敢闘賞 土浦・ かすみがうら 三上裕之 長峰千津子 鈴木悠一

（ベスト８） 古河 B 高野燿斗 倉持  昇 蓮見憲一

古河 C 秋葉尚子 森  正晴 ジウ・ビセンテ

取　手 小林真徳 小林誠礼

奨励賞
（小中学生）

守　谷 古谷優太 野村　翔

古　河 高野燿斗

居合道部だより
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優　勝　　水　戸 準優勝　古河　A

三位　守谷　A 三位　下妻　A

敢闘賞 土浦　A 敢闘賞 古河　B

敢闘賞 古河　C 敢闘賞　土浦・かすみがうら


